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1.　はじめに

多種生物のゲノム解析が終了している現在，その膨大な情報
を創薬やオーダーメイド医療へと結実させるため，遺伝子産物， 生物のゲ

液滴として光検出ヘッドや計測対象に近い屈折率の材質を用いることで，高感度な計測が可能となる。また計測サンプルとの
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酵母宿主には，


